
口
問1 :ア． 中生

問2

問3:

イ． ジュラ

ゥ． 造山帯

工． 安定地塊

オ． 超大陸

力． パンゲア

(1） 

(II) 

(I11) 

地図中の記号 沈み込むプレートの名称

D ナスカ

A オーストラリア

（インド・オー ストラリア）

B 太平洋

(I) インド洋： （C), 太平洋： （A), 大西洋： （B) 

(2)①

問4:

(1) :海嶺は A から 1500km, 40Ma の地点は A 側• B 側ともに， 海嶺から約 1250km の地点 ．

これより， 海嶺に対する（豪州または南極の）平均的な移動速度は，

1250 x 105 (cm) / 40 x 106 （年） ＝ 3. 125 "" 3 (cm／年）

ここで， 海嶺から両側にほぼ同じ速度で拡大しているので， 南極に対するオー ストラリアの移

動速度は上記（片側の速度）を 2 倍して， 6. 25 与 6 (cm／年）。

(2) ：約 5 千万年前以前は， 二つの大陸はゆっくり離れ， その後移動速度が速くなり， 約 4 千万年前

以降はほぼ現在の速さになった。 (57 字）
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